
1

だれ一人このままにしない 相互に
支える介護士教育を目指す

～介護士キャリアラダーの導入～

サンライフ寿
○小田 智美
今村百合子

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
だれ一人このままにしない 相互に支え続けられる介護士教育を目指す��　　～介護士キャリアラダーの導入～�　　　　　　　　　山梨県にあります、介護付き有料老人ホーム　サンライフ寿　小田智美



はじめに
当施設は、2020年に介護士の離職率18.2％となり、全国平均を
大きく上回った。しかし、チームリーダーの育成、風通しの良い
チームづくりなど、働きやすい職場環境の改善に取り組み職務満足
度は向上し2021年度の離職率は4.0％と低下した。近年30～40歳
代の若年層の入職者も増えたが、介護士の平均年齢は53歳と高齢化
となっている。
現在、外国人人財の検討、見守り機器の導入、ICT化も進めている。
このような現状の中、専門性を発揮できる質の高い介護士の教育体
制の構築が急務となり、「介護士キャリアラダー」を導入したため
報告する。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
サンライフ寿では、近年30～40歳代の若年層の入職者も増えました。しかし、介護士の平均年齢は53歳と高齢化となっています。現在、外国人人財の検討、見守り機器の導入、ICT化の検討も進めています。このような現状の中、専門性を発揮できる質の高い介護士の教育体制の構築が急務となり、介護士キャリアラダーを導入したため報告します。



施設の現状を分析し「介護士キャ
リアラダー」を構築した。導入後の
状況から今後の課題を明確にする

目的

倫理的配慮
今回の報告で個人が特定されるこ
とはない。発表については、職員
に口頭で説明し同意を得た

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
目的は、施設の現状を分析し「介護士キャリアラダー」を構築した。導入後の状況から今後の課題を明確にする倫理的配慮はスライドの通りです



方法 
１）施設の概況から、介護士の育成上の

課題を明確にする
２） 現状の分析結果から介護士の教育シス

テム「介護士キャリアラダー」を構築
する

３）「介護士キャリアラダー」導入後の課題
を明確にする
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
方法１）施設の概況から、介護士の育成上の課題を明確にする２） 現状の分析結果から介護士の教育システム（介護士キャリアラダー）を構築する３）介護士キャリアラダー導入後の課題を考察する



ホームの概要 5

・類 型    :介護付有料老人ホーム  
・開  設 日   :昭和55年12月1日
・居  室  数  :131室
・入 居 者 数：145人（男性53人、女性92人）
・平 均 年 齢：88歳（男性86.8歳、女性88.7歳）
・要介護者数：68人（要支援8人、要介護60人)
・平均介護度： 2.35

ホームの理念

私達は、一日
一日の「安
全・安心」を
確かに、やさ
しさと豊かな
人間性で心の
かよう相互信
頼を築きます

2023年８月末日

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当施設の概要については、資料をご覧ください　　　（３秒）



サンライフ寿 データ推移 2005年度～2022年度 6
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平均年齢88歳

平均稼働率 83%

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
入居者の平均年齢、特定利用率、平均稼働率、入居者数などの推移です　昨年度の入居者の平均年齢は、88歳で、特定入居者生活介護の契約入居者が増加傾向にあります。　（２秒）



サンライフ寿 入居時年齢の推移 2005年度～2022年度7

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 00 1 0 1 
1 0 0 0 0 0 0 0 0 

2 
0

1
1 01 

5 5 2 

1 

0 0 0 
2 

0 1 2 1 

0 
2

3

0 2

4 

3 2 
4 

6 

2 
4 

2 

4 

3 
3 1 4 3 

1

1

1

3

0 

2 

8 

5 6 

5 
3 

1 

3 

5 

7 

1 

5 
3 

3

3

3

43 

5 

4 

2 

3 

3 
5 

6 

4 

2 

3 

5 

8 

7 

7
3 11

10

2 

0 

4 

2 

2 

1 

2 

4 

0 

1 

4 

3 

8 

1 5

2

8

7

0 

0 

1 

0 

0 

1 

0 1 0 

0 

0 

0 

1 

3 

2

2

0

0

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 
0

1

0

1

0

5

10

15

20

25

30

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～94 95～99 100～

入居時年齢85歳以上 増加

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
入居時年齢の推移です。入居時の年齢は、近年、85歳以上が６割以上を占めており、入居時に、すでに介護度の高い入居者が増加しています。



LIFE（科学的介護情報システム）フィードバック8
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31%
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
LIFE（科学的介護情報システム）のフィードバックでは、要介護ⅡとⅣが全国平均より高く、認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱｂが全国平均の2倍となっています。



介護士の状況 9

27, 84%

5, 16%

性別

女性

男性
44%

56%

正規職員

正規職員

臨時職員

81%

19%

他の職種からの転職

転職有

転職無

転職前の職業 調理師
保母
事務職
栄養士 等

78%

22%

介護福祉士  資格

資格有

資格無
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30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代

年代別 人数

パート職員 半数以上

平均年齢 53歳

転職者 81%
介護の基礎教育を受けた介護士 ２名

資格無
７名

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
介護士の状況です。介護士の平均年齢は、５３歳で、パートの職員が半数以上を占めています。保母や事務職など、他の職種から転職した介護士が81%で、福祉専門学校などで介護の基礎教育を受けた介護士は、２名のみです。また、介護福祉士の資格がない状況で働いている介護士が７名います



サンライフ寿の現状と課題 
１．入居時の高齢化、入居者の認知症発症も多い。

医療依存度も増し、介護士の知識、技術、
判断力が更に求められる。

２．介護士の基礎知識の習得が曖昧であり、
介護の知識・技術の習得が不確実である。
根拠をもって介護ケアができるよう育成する
仕組みが必要である。

３．成果、実績を可視化し、公平に評価できる
ようにしモチベーションの向上を図る。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当施設の現状からの課題として、１．入居時の高齢化、入居者の認知症発症も多い。医療依存度も増し、介護士の知識、技術、　　判断力が更に求められる２．基礎知識の習得が曖昧で、介護の知識・技術の学び習得が不確実である。根拠をもって介護ケアができるよう育成する仕組みが必要である３．成果、実績を可視化し、公平に評価できるようにし　モチベーションの向上を図る　としました。



「サンライフ寿 介護士キャリアラダー」の構築

11プレゼンテーションのタイトル

既存のキャリアパスにラダーレベルを
組み入れ教育システムを構築

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
以上の現状、課題から、当施設においても、確実に介護が成長するための「キャリアラダーの活用」が有効であるとし、すでに施設で活用していた「キャリアパス」にラダーレベルを組み入れる形で「サンライフ寿　介護士キャリアラダー」を教育システムとして構築しました



既存のキャリアパスに組み込んだラダーレベル
12

標準化された指標を
普及させる

電子ビジネス アプリケー
ションを
調整する

総体的に優れた方法論
を促進する

職層 等級 職員像 目安となる経験
役職

キャリア段位
（介護士ラダーレベル） 資格・免許 研 修

正

規

職

員

管理職

Ｍ８
法人全体のマネジメント
事業所間の連携
対外的が業務

部長
副部長

・介護支援専門員
・介護福祉士
・介護福祉士養成実習施
設実習指導者

・介護労働者雇用管理責
任者研修

・施設長研修（有料協）
・管理者スキルマネジメントに関する研
修

・介護労働者雇用管理責任者研修
・介護支援専門研修

Ｍ７
事業所全体の運営
チームマネジメント 課長 管理者 職種間連携のキーパーソン

中堅職

Ｓ６ 管理職補佐
部下指導の総括

副課長 レベル５
自部署の業務が円滑に遂行できる
ように、スタッフに対する指示・
指導を状況に合わせて行うことが
できるレベル

・介護支援専門員
・介護福祉士
・介護福祉士養成実習施
設実習指導者

Ｓ５
介護福祉士
部下に対する指導・指示

主 任

レベル４
（上級）

チーム内においてリーダーシップ
をとることができ、基本的な介護
を後輩に指導することができるレ
ベル

・社会福祉施設主任介護
・OJTリーダー研修
・主任介護職員研修

Ｓ４ 副主任
６年～

・認知症介護実践リーダー研修
・中堅職員マネジメント研修
・指導者研修
・メンタルヘルス研修

一般職 J1～J3

実務者研修・基礎研修終了
利用者の状態を把握して的確な介
護ができる

４年～5年 レベル３
（中級）

指示がなくても、一定の介護実践
ができるレベル

・社会福祉士
・介護支援専門員
・介護福祉士
・介護職員

・認知症介護実研修
・有料老人ホーム中堅職員研修
・モチベーションアップ研修
・コミュニケーション技術研修
・記録の書き方

初任者研修
一定の範囲で利用者の状態を把握、
決められた手順で介護ができる

２年～3年 レベル２ 部分的な指導のもと、ある程度の
介護実践ができるレベル

・介護支援相談員
・介護福祉士
・介護職員

初任者研修
在宅・施設で働く上で必要となる
基本的な知識・自術の習得

０年～1年 レベル１
（初級）

指示を受けながら介護実践ができ
るレベル

・介護福祉士
・介護職員
・生活相談員
・ヘルパー2級

・有料老人ホーム業務研修
・接遇マナー研修
・介護技術を学ぶ研修
（排泄・口腔・食事）

ラダーレベル 研修 他

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
既存のキャリアパスにラダーレベル　Ⅰ～Ⅴを組み込んだ一覧です。各ラダーレベルに応じた資格取得の基準や参加する研修などを追記し、段階に応じた学びを重ね、ステップアップしていく仕組みとしました。



介護士キャリアラダー 概念図 13

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
介護士キャリアラダーの概念図です。すべての介護士が管理者を目指すことはありません。介護士として卓越したスキルをもってエキスパートとして成長していく過程と、管理者として成長する過程があります。成長に応じて学習したり、資格を取得し活躍することができます。



ラダー別 到達目標 14

介護士キャリアラダー  　レベル別到達目標一覧

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

指導を受けながら介護実践
ができる

部分的な指導のもとある程
度 の介護実践ができる

指導がなくても一定の介護
実践ができる

チーム内においてリーダー
シップをとることができ、
基 本的な介護を後輩や学生
に指 導・教育することがで
きる

自部署の業務が円滑に遂行
さ れるように、タッフに対
す る指示・指導を状況に合
わせ て行うことができる

1. 指導を受けながら利用者
とのコミュニケー ションの
重要性を理解することがで
きる

1. 部分的な指示のもと利用
者の個別性をふまえたコ
ミュニケーションが図るこ
とができる

1. 利用者の個別性をふまえ
たコミュニケーションが取
れ、ニーズを捉えることが
できる

1. 利用者の個別性をふまえ
たコミュニケーションが取
れ、ニーズを捉えられるよ
う指導がで
きる

1. 利用者の個別性をふまえ
たコミュニケーションが取
れ、ニーズを捉えられてい
るか評価で
きる

2. 介護過程についての基本
的知識と必要性について理
解ができる

2. 担当する利用者の介護過
程の展開を部分的な指導を
受けながら実践できる

2. 介護過程の展開について
理解し実践できる

2. 介護過程の展開について
の指導ができる

2. 介護過程の展開に対する
評価ができる

3. フォロワーシップの重要
性を理解し、指導を受けな
がら実践できる

3. フォロワーシップの重要
性を理解し、部分的 な指導
を受けながら実践できる

3. フォロワーシップの重要
性を理解し、実践できる

3. 介護実践の指導者とし
て、地域や多職種と連携を
図りながら介護実践をする
ことができる

3. 介護実践の評価者とし
て、地域や多職種と連携を
図りながら介護実践をする
ことができる

4. 指導を受けながら利用者
や周囲の人々の思いや考え
を知ることができる

4. 利用者や周囲の人々の思
いや考えを、指導を受けな
がら介護実践に活かすこと
ができる

4. 利用者や周囲の人々の思
いや考えを確認し、介護実
践に活かすことができる

4. 利用者や周囲の人々の意
思決定プロセスに介護職の
立場で参加し、適切な介護
を実践できる

4. 適切な資源を積極的に活
用し、利用者や周囲の人々
の意思決定プロセスを支援
できる

1. 組織の役割を知り、指導
を受けながら責任の最も軽
い、難易度の最も低い、軽
微な組織の役割を果たす

1. 組織の一員としての役割
が理解でき、指導を受けな
がら基準や手順を遵守した
行動がとれる。

1. 所属する現場で、組織的
役割が遂行できる。 指導を
受けなくても基準や手順を
遵守した行 動がとれる

1. 所属する現場で、日々の
業務においてリー ダーシッ
プを図ることができる

1. 介護看護部や施設から求
められる役割を遂行できる

2. 介護チームでは簡単な
ルーチーンの係の役割を遂
行できる

2. 介護チームではルーチー
ンの係の役割を遂行できる

2. 特殊なまたは、専門的な
能力を必要とされる役割、
または指導的な役割を所属
長の指導を 受けながら遂行
できる

2. 所属部署の課題に対して
具体的解決を図る

１.   自己の課題を発見し、
指導を受けながら学習 に取
り組むことができる

１.   自己の課題を明確化
し、達成に向けた学習を主
体的に取り組むことができ
る

1. 自己の学習活動に主体的
に取り組むとともに、後輩
に対する指導的な役割を果
た すことができる

1. 自己のキャリア開発に関
して目指す方向に主 体的に
学習や研究に取り組み、教
育的役割がとれる

2. 自己のキャリア開発に関
して目指す方向に支 援を受
けながら学習や研究に取り
組み、後輩のロールモデル
となることができる
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ラダー別　到達目標です　到達目標は、介護業務における技術的側面と、組織役割遂行、教育・研究の３つの柱になっています。


ラダー別　到達目標

		介護士キャリアラダー  　レベル別到達目標一覧 カイゴ シ ベツ トウタツ モクヒョウ イチラン

		ラダー				Ⅰ		Ⅱ		Ⅲ		Ⅳ		Ⅴ

						指導を受けながら介護実践ができる		部分的な指導のもとある程度 の介護実践ができる		指導がなくても一定の介護実践ができる		チーム内においてリーダー シップをとることができ、基 本的な介護を後輩や学生に指 導・教育することができる		自部署の業務が円滑に遂行さ れるように、タッフに対す る指示・指導を状況に合わせ て行うことができる

		到達目標 トウタツ モクヒョウ		介護実践における技術的側面 カイゴ ジッセン ギジュツ テキ ソクメン		1. 指導を受けながら利用者とのコミュニケー ションの重要性を理解することができる		1. 部分的な指示のもと利用者の個別性をふまえたコミュニケーションが図ることができる		1. 利用者の個別性をふまえたコミュニケーションが取れ、ニーズを捉えることができる 		1. 利用者の個別性をふまえたコミュニケーションが取れ、ニーズを捉えられるよう指導がで 
きる		1. 利用者の個別性をふまえたコミュニケーションが取れ、ニーズを捉えられているか評価で 
きる

						2. 介護過程についての基本的知識と必要性について理解ができる		2. 担当する利用者の介護過程の展開を部分的な指導を受けながら実践できる		2. 介護過程の展開について理解し実践できる		2. 介護過程の展開についての指導ができる		2. 介護過程の展開に対する評価ができる

						3. フォロワーシップの重要性を理解し、指導を受けながら実践できる		3. フォロワーシップの重要性を理解し、部分的 な指導を受けながら実践できる		3. フォロワーシップの重要性を理解し、実践できる		3. 介護実践の指導者として、地域や多職種と連携を図りながら介護実践をすることができる		3. 介護実践の評価者として、地域や多職種と連携を図りながら介護実践をすることができる

						4. 指導を受けながら利用者や周囲の人々の思いや考えを知ることができる		4. 利用者や周囲の人々の思いや考えを、指導を受けながら介護実践に活かすことができる		4. 利用者や周囲の人々の思いや考えを確認し、介護実践に活かすことができる		4. 利用者や周囲の人々の意思決定プロセスに介護職の立場で参加し、適切な介護を実践できる		4. 適切な資源を積極的に活用し、利用者や周囲の人々の意思決定プロセスを支援できる

				組織役割遂行 ソシキ ヤクワリ スイコウ		1. 組織の役割を知り、指導を受けながら責任の最も軽い、難易度の最も低い、軽微な組織の役割を果たす		1. 組織の一員としての役割が理解でき、指導を受けながら基準や手順を遵守した行動がとれる。		1. 所属する現場で、組織的役割が遂行できる。 指導を受けなくても基準や手順を遵守した行 動がとれる		1. 所属する現場で、日々の業務においてリー ダーシップを図ることができる		1. 介護看護部や施設から求められる役割を遂行できる

								2. 介護チームでは簡単なルーチーンの係の役割を遂行できる		2. 介護チームではルーチーンの係の役割を遂行できる		2. 特殊なまたは、専門的な能力を必要とされる役割、または指導的な役割を所属長の指導を 受けながら遂行できる		2. 所属部署の課題に対して具体的解決を図る

				教育・研究 キョウイク ケンキュウ				１.   自己の課題を発見し、指導を受けながら学習 に取り組むことができる		１.   自己の課題を明確化し、達成に向けた学習を主体的に取り組むことができる		1. 自己の学習活動に主体的に取り組むとともに、後輩に対する指導的な役割を果た すことができる コウハイ		1. 自己のキャリア開発に関して目指す方向に主 体的に学習や研究に取り組み、教育的役割がとれる

												2. 自己のキャリア開発に関して目指す方向に支 援を受けながら学習や研究に取り組み、後輩のロールモデルとなることができる









































































































































































































































































































ラダー別　到達目標 (2)

		介護クリニカルラダーレベル別　到達目標一覧 カイゴ ベツ トウタツ モクヒョウ イチラン

		ラダー				Ⅰ		Ⅱ		Ⅲ		Ⅳ		Ⅴ

						指導を受けながら介護実践ができる		部分的な指導のもとある程度 の介護実践ができる		指導がなくても一定の介護実践ができる		チーム内においてリーダー シップをとることができ、基 本的な介護を後輩や学生に指 導・教育することができる		自部署の業務が円滑に遂行さ れるように、タッフに対す る指示・指導を状況に合わせ て行うことができる

		到達目標 トウタツ モクヒョウ		介護実践における技術的側面 カイゴ ジッセン ギジュツ テキ ソクメン		1. 指導を受けながら利用者とのコミュニケー ションの重要性を理解することができる		1. 部分的な指示のもと利用者の個別性をふまえたコミュニケーションが図ることができる		1. 利用者の個別性をふまえたコミュニケーションが取れ、ニーズを捉えることができる 		1. 利用者の個別性をふまえたコミュニケーショ 
ンが取れ、ニーズを捉えられるよう指導がで 
きる		1. 利用者の個別性をふまえたコミュニケーショ 
ンが取れ、ニーズを捉えられているか評価で 
きる

						2. 介護過程についての基本的知識と必要性につ 
いて理解ができる		2. 担当する利用者の介護過程の展開を部分的な 
指導を受けながら実践できる		2. 介護過程の展開について理解し実践できる		2. 介護過程の展開についての指導ができる		2. 介護過程の展開に対する評価ができる

						3. フォロワーシップの重要性を理解し、指導を受けながら実践できる		3. フォロワーシップの重要性を理解し、部分的 な指導を受けながら実践できる		3. フォロワーシップの重要性を理解し、実践できる		3. 介護実践の指導者として、地域や多職種と連 
携を図りながら介護実践をすることができる		3. 介護実践の評価者として、地域や多職種と連 
携を図りながら介護実践をすることができる

						4. 指導を受けながら利用者や周囲の人々の思いや考えを知ることができる		4. 利用者や周囲の人々の思いや考えを、指導を 
受けながら介護実践に活かすことができる		4. 利用者や周囲の人々の思いや考えを確認し、 
介護実践に活かすことができる		4. 利用者や周囲の人々の意思決定プロセスに介護職の立場で参加し、適切な介護を実践できる		4. 適切な資源を積極的に活用し、利用者や周囲 
の人々の意思決定プロセスを支援できる

				組織役割遂行 ソシキ ヤクワリ スイコウ		1. 組織の役割を知り、指導を受けながら責任の最も軽い、難易度の最も低い、軽微な組織の役割を果たす		1. 組織の一員としての役割が理解でき、指導を受けながら基準や手順を遵守した行動がとれる。		1. 所属する現場で、組織的役割が遂行できる。 指導を受けなくても基準や手順を遵守した行 動がとれる		1. 所属する現場で、日々の業務においてリー ダーシップを図ることができる		1. 介護看護部や施設から求められる役割を遂行できる

								2. 介護チームでは簡単なルーチーンの係の役割を遂行できる		2. 介護チームではルーチーンの係の役割を遂行できる		2. 特殊なまたは、専門的な能力を必要とされる役割、または指導的な役割を所属長の指導を 受けながら遂行できる		2. 所属部署の課題に対して具体的解決を図る

				教育・研究 キョウイク ケンキュウ				１.   自己の課題を発見し、指導を受けながら学習 に取り組むことができる		１.   自己の課題を明確化し、達成に向けた学習を主体的に取り組むことができる		1. 自己の学習活動に主体的に取り組むとともに、新人や学生に対する指導的な役割を果た すことができる		1. 自己のキャリア開発に関して目指す方向に主 体的に学習や研究に取り組み、教育的役割がとれる

												2. 自己のキャリア開発に関して目指す方向に支 援を受けながら学習や研究に取り組み、後輩のロールモデルとなることができる





		ラダー				Ⅰ		Ⅱ		Ⅲ		Ⅳ		Ⅴ

						指導を受けながら介護実践ができる		部分的な指導のもとある程度 の介護実践ができる		指導がなくても一定の介護実践ができる		チーム内においてリーダー シップをとることができ、基 本的な介護を後輩や学生に指 導・教育することができる		自部署の業務が円滑に遂行さ れるように、タッフに対す る指示・指導を状況に合わせ て行うことができる
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る力  チカラ		指導を受けながら利用者や利用者家族からの相談 や苦情を発見することができる		部分的な指導を受けながら利用者や利用者家族か らの相談や苦情の対応ができる		利用者や利用者家族からの相談や苦情に対して,利用者や家族へ説明をし、納得してもらうことが 
できる		相談や苦情対応について後輩へ指導ができる		相談・苦情についてチームで適切に実施ができて 
いるか評価できる

						① 指導を受けながら利用者や利用者家族からの 
相談・苦情についての基本的知識を知り、発 
見することができる		① 部分的な指導を受けながら利用者や利用者家 族からの相談・苦情を受けることができ、内容について上司に報告し、対応を依頼するこ とができる		①   相談や苦情の要因を特定し、解決策及び再発 
防止策を考えることができる		① 相談・苦情の内容について上司に報告をする よう指導ができ、要因の特定、解決策および 再発防止策の必要性と方法について指導がで きる		① 相談、苦情についてのチームの対応について 評価ができ、苦情が発生した際にはチームで 要因分析と再発防止策が考えられているか評 価できる

						②   指導を受けながら相談・苦情の内容及び関連 
情報を正確に把握、収集することができる		② 部分的な指導を受けながら相談・苦情の内容 
及び関連情報を正確に把握、収集し、わかり 
やすく整理することができる		② 相談や苦情に対する解決策について、チーム 
メンバーと共有し、解決策が継続的に実践さ 
れる働きかけを行うことができる		②   苦情に対する解決策及び再発防止策につい て、利用者や家族に説明をするときのポイン トについて指導ができる		② チーム内で発生した相談・苦情について、他 のチームや他部署への報告が適切に行えてい るかを評価することができる

												③ 相談・苦情に対する解決策についてチームメ 
ンバーと共有し、解決策が継続的に実践でき 
るよう指導ができる		③ 一般職や後輩では対応しきれない苦情に対応できる

						指導を受けながら利用者特性を理解し、適切なコ 
ミュニケーションを図ることができる		部分的な指導を受けながら利用者特性に応じたコ ミュニケーションを図ることができる		利用者特性に応じたコミュニケーションを図るこ 
とができる		利用者特性に応じたコミュニケーションについて 指導できる		利用者特性に応じたコミュニケーションがおこな えているか評価できる

						① 指導を受けながら利用者が興味関心を持てる ような話題を取り上げ、コミュニケーション を図ることができる		① 部分的な指導を受けながら利用者の話に耳を 
傾け、意思表示を把握し、理解することがで 
きる		①   家族に利用者の日頃の様子などの情報を積極的に伝えることができる		①   家族に利用者の日頃の様子などの情報を積極的に伝えることを指導でき、コミュニケーションの重要性を伝えることができる		①   家族へ利用者の日頃の様子などを伝えること ができているか把握し、評価できる

						②   指導を受けながら利用者の特性に合わせたあ 
いさつや自己紹介ができる		②   部分的な指導を受けながら認知症の利用者に対し、その特性に応じた声掛けやジェスチャー、表情等により、利用者の意向を確認し、介護の内容を伝えることができる		② 認知症の利用者に対し、その特性に応じた声掛けやジェスチャー、表情等により、利用者の意向を確認し、介護の内容を伝えることが 
できる		②   利用者の理解について自身がモデルとなり指導をすることができる		②   利用者とチームスタッフのコミュニケーションが効果的に行われているか評価できる

						③ 指導を受けながら認知症の利用者に対し、その特性に応じた声掛けやジェスチャー、表情等により、利用者の意向を確認し、介護の内容を伝えることができる		③ 部分的な指導を受けながら視覚障害・聴覚障害の利用者に対し、その特性に応じた声掛けやジェチャー、表情等により、利用者の意向を確認し、介護の内容を伝えることができ 
る		③ 視覚障害・聴覚障害の利用者に対し、その特性に応じた声掛けやジェスチャー、表情等により、利用者の意向を確認し、介護の内容を伝えることができる		③ 認知症の利用者に対し、その特性に応じた対応についてモデルを見せながら指導することができる		③ 認知症、視覚障害、聴覚障害などのある利用者に対して適切なコミュニケーションが取れているか評価できる

						④ 指導を受けながら視覚障害・聴覚障害の利用 者に対し、その特性に応じた声掛けやジェスチャー、表情等により、利用者の意向を確認し、介護の内容を伝えることができる						④ 視覚障害・聴覚障害の利用者に対しその特性に応じた対応についてモデルを見せながら指導することができる

				ケアする力 チカラ		基本介護技術チェックリストの中項目が全て「A」評価になるための努力ができる		基本介護技術チェックリストの中項目が全て「A」評価になることができる		基本介護技術について個別的な視点で利用者に対応することができる		基本介護技術について後輩に指導することがでる		基本介護技術が適切に行えているかどうか評価す ることができる

						①   定期的にチェックリストを用いて指導を受け 
ながら自己評価ができる		①   定期的にチェックリストを用い部分的な指導を受けながら自己評価ができる		① チェックリストだけなく、介護計画、部署の介護基準・手順なども参考にしながら個別性のあるケアを提供することができる		①   チェックリストや介護計画、部署の介護基準・手順をもとに技術の基本を指導することができる		①   指導者が後輩に適切に指導ができているかを把握し評価することができる

						②   指導者からの評価を受け止めて、技術向上の 
ために努力をすることができる		② 指導者からの評価を受け止め、自己の課題を知り、技術向上のために努力をすることができる

						認知症ケアにおける社会背景と認知症ケアの基本姿勢を理解し、実践できる		認知症ケアの特徴と認知症の障害の本質を理解して実践することができる		認知症の中核症状を理解し、BPSD発生のメカニズムを理解して実践することができる		BPSD発生の悪循環とBPSDが出にくい好循環を理解することができる		認知症の利用者の主体的な生活を支援し、認知症ケアの質を評価できる

						①   指導を受けながら、超高齢社会と認知症が国の重要課題であることが理解できる		①   部分的な指導を受けながら認知症の定義を理解することができる		①   認知症の中核症状とBPSDについて理解することができる		①   BPSDの視点を「特異」「問題」として捉えないことを指導できる		①   認知症ケアのあるべき姿を具体化し、チームに示すことができる

						②   指導を受けながら、認知症に対しての偏見をもたずに、利用者と関わることができる		② 部分的な指導を受けながら、認知症ケアにおいて実施してよいこと、してはいけないことを理解して実践することができる		② BPSD発生において、認知症の人が体験している世界を理解して寄り添うケアの実践ができる		②   BPSDが現れた利用者へ、心理状態に合わせたケアをモデルとなり指導ができる		② チームの認知症ケアの質を評価することができる

						介護過程についての基本的知識と必要性について理解ができる。		担当する利用者の介護過程の展開を部分的な指導を受けながら実践できる		一連の介護過程の展開について理解し実践できる		介護過程の展開についての指導ができる		介護過程の展開全般に対する評価や監査ができる

						① 指導を受けながら情報収集の方法を理解できる		①   指導を受けながら利用者や家族の意向の把握や利用者の心身状況・身体状況、利用者の「できる行為、活動」と「している行為・活動」、健康状態についてそれぞれ情報収集ができる		① 利用者や家族の意向の把握や利用者の心身状況・身体状況、利用者の「できる行為、活動」と「している行為・活動」、健康状態についてそれぞれ情報収集ができる		① 利用者を取り巻く物的環境、人的環境、利用者の人生や生活の特別な背景、利用している制度についての指導ができる		① 利用者の情報が記録されているか監査するこ 
とができ、必要な情報が取れていない場合の 
指導ができる

						② 指導を受けながら個別介護計画書についての必要性の理解、ケアプランとの関係性を理解できる		② 部分的な指導を受けながら情報を統合し、課題を明確にしながら個別介護計画書を作成することができる		② 個別介護計画において、利用者の生活習慣や価値観を尊重する目標、心身の機能を維持・ 改善するとともに、自立的な生活を支援する目標を設定できる		②   個別介護計画において目標設定と具体的な支援内容について指導ができる		②   介護計画、実施、評価ができているか定期的に監査できる

						③   指導を受けながらモニタリングの必要性が理解できる		③   部分的な指導を受けながら、チームにおける介護計画の実施状況を把握することができる		③   それを達成するための具体的な支援内容を設定できる		③   個別介護計画を利用者や家族に説明をするためのポイントを指導できる

						④   指導を受けながら個別介護計画の評価の目的と必要性が理解できる		④   利用者、利用者家族の満足度や意向を把握する必要性が理解できる		④ ケアカンファレンスの場において個別介護計画の目標、支援内容及び関わるスタッフの役割等についてチームメンバーに説明して共有 
できる		④ ケアカンファレンスの目的や担当者の役割、 チームでの介護計画の実施状況を把握、必要に応じて指導ができる

								⑤ 部分的な指導を受けながら個別介護計画の目標に対する達成度を評価する必要性が理解できる		⑤ 個別介護計画の評価、利用者や家族の満足度や意向についての指導ができ、見直しが必要な場合には代替案の設定方法についての指導ができる		⑤ 個別介護計画の評価、利用者や家族の満足度や意向についての指導ができ、見直しが必要な場合には代替案の設定方法についての指導ができる

										⑥   個別介護計画の目標に対する達成度を評価することができ、必要に応じて見直しができる

						指導を受けながら事故予防方法、事故発生時の対応について理解ができ実践できる		部分的な指導を受けながら事故予防方法、事故発生時の対応ができる		事故予防方法、事故発生時の対応ができる		事故予防方法、事故発生時の対応について指導ができる		事故予防方法、事故発生時の対応方法について評価や監査ができる

						① 指導を受けながらヒヤリハット報告書の目的が理解でき、ヒヤリハット報告書の記載ができる		① 部分的な指導を受けながら事故発生時の施設内ルールに従い、報告すべき者に対して明瞭に伝えることができる		① ヒヤリハット報告書の対応策を講じることができ、分析した情報をチームで情報共有を行い、対応策を継続的に実践することができる		①   ヒヤリハットの目的と記載方法、対応策と対応策の継続的実践についての指導ができる		①   標準感染予防策の周知徹底ができるかどうか評価でき

						② 指導を受けながら事故発生時の施設内ルールに従い、報告すべき者に対して明瞭に伝えることできる		② 部分的な指導を受けながらヒヤリハットの対応策や事故の再発予防策を立案することができる		② 事故の再発予防策を講じるとともに、家族に連絡し発生原因、再発予防策を利用者・家族が理解できるように説明できる		②   事故発生時の報告ルール、再発防止策が継続的に実践できるよう指導ができる		②   必要時指導者が後輩へ適切な指導ができるかを評価できる

						③   指導を受けながら事故の再発防止策を実践することができる		③   部分的な指導を受けながら再発予防策を継続的に実践することができる		③   再発予防策を継続的に実践することができる		③   家族に連絡し、発生原因、再発予防を利用者・家族が理解できるように説明することをモデルとなり指導ができる		③   感染症発生時には利用者や家族の対応、スタッフ自身の対応が適切か評価できる

										④   事故報告書に5W1Hを明確にした発生状況とその対応を記載できる		④ 保険者に対する事故報告書について、その定める方法・様式に沿って記載することができる		④ 他のチームや他部署への報告・連絡・相談ができる

						指導を受けて感染予防対策、感染発生時の対応ができる		部分的な指導を受けながら感染予防対策、感染発生時の対応ができる		感染予防対策、感染発生時対応ができる		感染症予防対策、感染発生時について指導ができる		部署内での感染予防対策が行えているか、感染症 発生時には対応が適切であるか評価できる

						① 指導を受けながら利用者の血液、体液、分泌液、排泄物（汗を除く）、障害のある皮膚、粘膜に接触する場合、手袋を着用するとともにケア終了後は、手袋を脱着し手洗いを行うことができる ノゾ		① 部分的な指導を受けながら利用者の血液、体液、分泌液、排泄物（汗を除く）、障害のある皮膚、粘膜に接触する場合、手袋を着用するとともにケア終了後は、手袋を脱着し手洗 いを行うことができる		① 利用者の血液、体液、分泌液、排泄物（汗を除く）、障害のある皮膚、粘膜に接触する場合、手袋を着用するとともにケア終了後は、手袋を脱着し手洗いを行うことができる		① 標準感染予防策について指導でき、オムツやエプロン等感染の媒介となるものの取り扱いについて指導ができる		①   標準感染予防策の周知徹底ができるかどうか 
評価でき

						②   指導を受けながらオムツ、エプロン等感染の媒介となるものの取り扱いが適切にできる		② 部分的な指導を受けながらオムツ、エプロン等感染の媒介となるものの取り扱いが適切にできる		②   オムツ、エプロン等感染の媒介となるものの 取り扱いが適切にできる		②   嘔吐物、排泄物、血液等の感染源になるものがある場合の消毒について指導できる		②   必要時指導者が後輩へ適切な指導ができるかを評価できる

						③ 指導を受けながら嘔吐物、排泄物、血液等の感染源になるものがある場合の消毒を確実に行うことができる		③ 部分的な指導を受けながら嘔吐物、排泄物、血液等の感染源になるものがある場合の消毒を確実に行うことができる		③   嘔吐物、排泄物、血液等の感染源になるもの 
がある場合の消毒を確実に行うことができる		③ 感染症を疑われる利用者や罹患した利用者へ の対応や消毒等感染拡大防止のための指導ができる		③   感染症発生時には利用者や家族の対応、スタッフ自身の対応が適切か評価できる

						④ 感染症を疑われる利用者や罹患した利用者に 対応する場合に、指導を受けながらマスクの着用、ケア前後の手洗い・消毒等感染拡大防止策がとれ		④ 感染症を疑われる利用者や罹患した利用者に対応する場合に、部分的な指導を受けながらマスクの着用、ケア前後の手洗い・消毒等感染拡大防止策がとれる		④ 感染症を疑われる利用者や罹患した利用者に対応する場合に、マスクの着用、ケア前後の手洗い・消毒等感染拡大防止策がとれる		④   利用者の状態、感染症発生状況を記録することを指導できる		④ 他のチームや他部署への報告・連絡・相談ができる

						⑤   利用者の状態、感染症発生状況を指導を受けながら正確に記録できる		⑤   利用者の状態、感染症発生状況を部分的な指導を受けながら正確に記録できる		⑤ 利用者の状態、感染症発生状況を正確に記録できる

				協働する力 キョウドウ チカラ		現場でのフォロワーシップの重要性を理解し、指導を受けながら実践できる		現場でのフォロワーシップの重要性を理解し、部分的な指導を受けながら実践できる		現場でのフォロワーシップの重要性を理解し、実践できる		現場でのリーダーシップの重要性を理解し、実践できる		現場リーダーとしての実践と、評価者としての役割を果たすことができる

						①   自分のスキルを評価し、できることとできないことを指導を受けながら明確に表現できる		① 自分のスキルを評価し、できることとできないことを部分的な指導を受けながら明確に表 
現できる		①   自分のスキルを評価し、できることとできないことを明確に表現できる		① 個々のスキルや仕事に対する取組みの意識を把握し、スタッフのレベルやキャリア・プランに応じて育成計画を立案する必要性が理解できる		① 個々のスキルや仕事に対する取り組みの意識を把握しスタッフのレベルやキャリア・プランに応じて育成計画を立案し指導できる

						②   現場で同僚や先輩からの指導・助言を聞くこ とができる		②   部分的な指導を受けながらチーム内における自身の役割を理解することができる		②   チーム内における自身の役割を理解することができる		② スタッフのスキルや利用者とのコミュニケーションの取り方等について具体的な指導・助言を行うことができる		②   スタッフのスキルや利用者とのコミュニケー ションの取り方、指導の方法について、評価・助言を行うことができる

						③   指導を受けながらチーム内における自身の役 割を理解することができる		③ 指導を受けながらチームのリーダーの考えを理解し、自らの役割に当事者意識を持って参画し、リーダーに対して率直に意見をすることができる リカイ		③ チームのリーダーの考えを理解し、自らの役割に当事者意識を持って参画し、リーダーに対して率直に意見をすることができる		③   自身の役割を明確にし、上司がリーダーシップを発揮できるようにフォローができる		③   上司がリーダーシップを発揮できるようにフォローができる

						指導を受けながら利用者を介護していくために必要な情報が何か考え、その情報を共有する必要性が理解できる		部分的な指導を受けながら利用者を介護していくために必要な情報が何か考え、その情報を共有することができる		利用者を取り巻く多職種の立場や役割の違いを理解したうえで、それぞれと積極的に情報交換ができる		利用者のおかれている状況を広くとらえ、結果を予測しながら多職種連携の必要性を見極め、主体的に多職種と協力し合うことができる		複雑な状況の中で利用者のニーズに適切に対応するために、自立的な判断のもと多職種に積極的に働きかけることができる

						① チームの一員であることを理解し、日々の利 用者へのケアを他のスタッフと協働する必要性を理解できる



		① 部分的な指導を受けながらチームの一員であることを理解し、日々の利用者へのケアを他のスタッフと協働して行うことができる		① 多職種の役割を理解しながら、自立して情報交換するためのコミュニケーションが図れ、多職種と情報交換ができる		①   利用者の状態変化をとらえ、多職種との連携が機能できるよう調整ができる		① 利用者の尊厳を尊重するケアを行うために多職種を尊重しながらチームの目標を共有し各職種の役割を調整して連携し、課題を解決できる

						②   介護・看護、福祉分野の職種、チーム内の役 
割について理解ができる

		②   部分的な指導を受けながら多職種チームの一 
員として、日々の情報や異常時の連絡・報 
告・相談ができる		② ケアカンファレンスに参加し、積極的に入所 
者・家族の思いや希望等の必要な情報を多職 
種に伝え共有できる		②   多職種の意見や考え方を尊重することがで 
き、積極的に協力を求め調整でき		②   各職種を尊重しながら問題解決ができる

						③ 多職種チームの一員として、日々の情報や異常時の連絡・報告・相談の必要性を理解できる				③ チームで話し合った内容について実践するために関係者と常に情報交換をしながら進めることができる		③ 定期的なケアカンファレンスだけでなく、必要なタイミングを見極めてケアカンファレンスを開催することができる		③   多職種、利用者や家族を含めた連携において複雑な調整をすることができる

						指導を受けながら地域内の社会資源を理解できる		部分的指導を受けながら地域内の社会資源を理解できる		地域内の社会資源を理解できる チイキナイ シャカイ シゲン リカイ		地域における社会資源を理解しチーム内の利用者に対して活用できる		地域の社会資源を理解し、活用するための情報共有や関係職種との交流が図れる

						①   指導を受けながら介護保険制度・資源・サービス内容を理解できる		①   部分的な指導を受けながら介護保険制度・資源・サービス内容を理解できる		①   介護保険制度・資源・サービス内容を理解し活用できる		①   介護保険制度・資源・サービス内容を理解し活用できているか確認できる		①   介護保険制度・資源・サービス内容を理解し活用できているか監督できる

						②   指導を受けながら利用者の入退所支援の仕組みについて理解できる		②   部分的な指導を受けながら利用者の入退所支援の仕組みについて理解できる		②   利用者の入退所支援の仕組みについて理解し活用できる		②   チーム内の利用者の入退所支援の仕組みについて理解し活用できる		②   部署内の利用者の入退所支援の仕組みについ て理解し活用できる

				意思決定を支える力 イシケッテイ ササ チカラ		指導を受けながら利用者や周囲の人々の思いや考え、希望を知ることができる		利用者や周囲の人々の思いや考え、希望を指導を受けながら意図的に確認することができる		利用者や周囲の人々の思いや考え、希望を意図的に確認することができる		利用者や周囲の人々の意思決定プロセスに介護職 の立場で参加し、適切な介護を実践できる		適切な資源を積極的に活用し、利用者や周囲の人々の意思決定プロセスを支援できる

						① 指導を受けながら利用者や家族、友人、多職種等の思いや考え、希望（在宅復帰等）を知ることができ、意思や選択をケアに活かすことの必要性がわかる		① 部分的な指導を受けながら、利用者や家族等との会話の中でどのような生き方を望んでいるのか、大切にしてきた生き方や生活内容、趣味などについて詳しく確認することができる		① 利用者の大切にしてきた生き様や生活の内容、趣味などについて意図的に選択できる場面をつくることができる		① 意思決定場面における利用者や家族の意思決定に伴うゆらぎに寄り添いながら、意思決定を尊重し支援を実践することができる		① 意思決定が困難な場合において家族（または利用者を取り巻く人々）の意思決定を導くことができる

						② 指導を受けながら、入所者が示した意思や希望、選択した事柄をケアに活かすことの必要性がわかる		② 部分的な指導を受けながら利用者に意思や希望を確認することができ、ケアに活かすことができる		②   利用者に意思や希望を確認することができ、ケアに活かすことができる		② 利用者や家族が示した希望、選択した事柄を多職種に伝え、チーム全体でケアに反映することができ		② 家族（または利用者を取り巻く人々）が入所者の衰弱の進行を受け入れられない場合、現状を受け入れられるよう支援をすることがで きる

										③ 意思決定に必要な情報を提供することができる				③ 家族（または利用者を取り巻く人々）の思いを受け止めながら、多職種を巻き込み、個々に合った意思決定支援を行うことができる

						指導を受けながら終末期に関する利用者や周囲の人々の思いを考え、希望を知ることができる		部分的な指導を受けながら終末期に関する利用者や周囲の人々の思いを考え、希望を知ることができる		利用者や周囲の人々の終末期に関する意思決定を知り状況把握ができる		利用者や周囲の人々の終末期に関する意思決定プロセスに介護職の立場で参加し、適切な生活支援を実践できる		利用者や周囲の人々の意思決定に基づいた終末期となっているか評価できる

						①   施設内に「看取り」に関する意思決定を支援する仕組みがあることが分かる		①   利用者のADL、余命、無告知について把握することができる		① 利用者の痛みやそのほかの不快な身体症状の変化があった場合の対処について、あらかじめ医療機関または医療職と打ち合わせができ る		①   人生の最終段階にある利用者の看取りについて家族のゆらぎに寄り添うことができる		①   利用者や家族の希望に添えているかの把握を行い、必要時に指導ができる

						②   利用者の自己決定や家族の希望を最大限尊重する必要性が理解できる 		②   指導を受けながら利用者の自己決定や家族の希望を最大限尊重することができる		② 変化があった場合には連絡をすることができる		② 利用者の痛みやそのほかの不快な身体症状の変化があった場合の対処について連絡方法等の指導ができる		② 施設で看取りをすると選択された後、利用者や家族にとって有意義な時間になるように、可能な支援を、モデルを見せて実践、指導が できる

						③   終末期に医療機関または医療職との連携が必要なことが理解できる		③ 指導を受けながら利用者の痛みやそのほかの不快な身体症状の変化をとらえ、医療機関または医療職に連絡することができる		③ 施設内での「看取り」を充実したものにできるよう、どのように個々の意思や希望に添えるか、入所者や家族、多職種と検討ができる		③ 終末期ではあっても日常生活援助は、利用者の負担を最小限に行えているか評価し指導できる		③ 介護職と医療職または他職種が上手く連携をとれているか評価し、必要時には指導ができる

						④ 利用者の痛みやそのほかの不快な身体症状の変化をとらえ、医療機関または医療職に連絡する必要性が理解できる		④   指導を受けながら利用者の状態の変化を正確に記録し、多職種と共有することができる		④   利用者の状態の変化を正確に記録し、多職種と共有することができる		④ 人生の最終段階の過ごし方に関する意思決定について、家族がどこでどのように看取るか決める際に、施設においてはどのような看取 り方をするのか情報提供することができる		④ 利用者や家族の希望を医療機関や医療職が聞き入れているか確認をし、必要時に仲介する ことができる

						指導を受けながら身体拘束適正化に向けた対応ができ+A66:C77る		部分的な指導を受けながら身体拘束適正化に向け 
た対応ができる		身体拘束適正化に向けた対応ができる		身体拘束適正化に向けた指導ができ、緊急やむを 
得ず身体拘束を実施する場合の手続きの指導がで 
きる		身体拘束適正化に向けた対応が適切であるか評価 
できる

						① 身体拘束適正化指針などの理解ができ、指導を受けながら身体拘束に至る背景や原因について情報を収集・整理し、問題点を明確にす 
ることができる		① 部分的な指導を受けながら身体拘束に至る背景や原因について情報を収集・整理し、問題点を明確にすることができる		① 身体拘束に至る背景や原因について情報を収集・整理し、問題点を明確にでき、身体拘束をなくしていくための対応策について理解し実践できる		①   身体拘束に至る背景や原因、身体拘束をなくしていくための対応策の指導ができる		① 身体拘束をせずに対応をしていく方法につい 
ての話し合いが適切にされているか把握し、 
必要に応じて指導ができる

						②   身体拘束をなくしていくための対応策について理解し、指導を受けながら実践できる		② 部分的な指導を受けながら身体拘束をなくしていくための対応策について理解し実践できる		② 身体拘束をなくしていくための対応策についてチームメンバーと共有し、対応策が継続的に行われるよう働きかけを行うことができる		② ケアカンファレンス等を開催し、身体拘束をなくしていくための対応が継続的に行われるようリーダーシップを図ることができる		②   他職種の意見も聞きながら対策を考えること 
ができているか評価できる

						③ 緊急やむを得ず身体拘束を行わなければならない場合、委員会や施設全体としての判断が行わられるような手続きであることを理解できる		③ 緊急やむを得ず身体拘束を行わなければならない場合、部分的な指導を受けながら委員会や施設全体としての判断が行わられるような手続きを図ることができる		③ 緊急やむを得ず身体拘束を行わなければならない場合、その様態および時間、その際の利用者の心身の状況、緊急やむを得なかった理由を記録することができる		③ 緊急やむを得ず身体拘束を行わなければならない場合の手続き、記録方法について指導できる		③   身体拘束の手続きがルールに従っているか評 
価ができ、必要に応じて指導できる

						指導を受けながら介護スタッフとしての自覚を持ち、倫理に基づいて責任ある行動がとれる		部分的な指導を受けながら介護スタッフとしての自覚を持ち、倫理に基づいて責任ある行動がとれる		介護スタッフとしての自覚を持ち、倫理に基づいて責任ある行動がとれる		介護倫理に基づき、人間の生命・尊厳を尊重し利用者の人権を擁護することの必要性を指導することができる		介護倫理に基づき、人間の生命・尊厳を尊重でき 
る介護福祉士を育成することができる

						①   個人情報保護法の指針及び守秘義務を遵守する必要性が理解できる		①   部分的な指導を受けながら個人情報保護法の指針及び守秘義務を遵守することができる		①   個人情報保護法の指針及び守秘義務を遵守す 
ることができる		①   個人情報保護法の指針及び守秘義務について指導することができる		①   個人情報保護法の指針及び守秘義務について遵守されているか評価できる

						②   指導を受けながら倫理についての見方・考え 
方が理解できる		② 倫理についての見方・考え方を理解し、助言や指導を受けながら自身のケアを見直すことができる		②   介護スタッフとして自覚を持ち、倫理に基づ 
いて自立した行動をすることができる		②   介護スタッフとしての自覚を持ち、倫理に基づいた行動の必要性を指導することができる		②   介護倫理に基づいた対応が周知徹底されているか評価できる

						③   指導を受けながらAMGおよび施設内接遇の規 
定について理解できる		③   AMGおよび施設内接遇の規定について理解でき、指導を受けながら実践できる		③   介護スタッフとしての基本的な接遇を身につけた態度と行動がとれる		③   介護スタッフとしての接遇の重要性を理解し、スタッフの模範になることができる		③   部署全体が介護スタッフとしての接遇ができているか評価できる

		組織役割遂行 ソシキ ヤクワリ スイコウ		目標管理 モクヒョウ カンリ		AMG理念、施設理念、介護看護部目標、部署目標を知り指導を受けながら個人目標を立案できる		AMG理念、施設理念、介護看護部目標、部署目標を理解した上で個人目標を立案し目標達成に向けた行動ができる		AMG理念、施設理念、介護看護部目標、部署目標を理解した上で個人目標を立案し目標達成に向けた行動ができ評価、修正ができる		AMG理念、施設理念、介護看護部目標、部署目標を理解した上で部署目標達成に向け、自己の役割をふまえた目標の立案と行動と評価、修正ができる		AMG理念、施設理念、介護看護部目標を理解した上で、部署目標の立案に参画できる　また、部署目標達成のために教育的役割をはたせる

						①   AMGの理念と施設理念、介護看護部の方針、自部署の目標を知ることができる		① 部分的な指導を受けながらAMGの理念と施設理念、介護看護部の方針、自部署の目標が理解できる ホウ		①   AMGの理念と施設理念、介護看護部の方針、自部署の目標が理解できる		① AMGの理念と施設理念、介護看護部の方針、自部署の目標を参画的な視点を持って理解できる		①   AMGの理念と施設理念、介護看護部の方針に沿った自部署の課題を明確にできる

						②   自分のレベルに合った目標と具体的実施計画を指導を受けながら立案することができる		② 部分的な指導を受けながら自己の到達可能な個人目標の立案ができ、具体的な実施計画を立てる事ができる		② チームの一員として部署目標を達成する為の個人目標を立案し、具体的な実施計画を立てる事ができる		②   部署のチームリーダーとしての自己の役割が理解できる		② 自部署の課題の中から優先的、重点的に取り組むべき事を明確にし、部署目標の立案に参画できる

						③   指導を受けながら具体的実施計画に沿った行動がとれているか、自己評価できる		③   部分的な指導を受けながら具体的実施計画に沿った行動がとれているか、自己評価できる		③ 自ら定期的に計画・行動の評価・修正ができる		③ 部署のチームリーダーとして目標達成に向けて積極的な行動ができスタッフの手本となる事ができる		③ 立てた目標を部署のスタッフに浸透させ個人目標の立案ができるよう支援することができる

						④   指導を受けながら定期的に計画の修正と提出ができる		④   部分的な指導を受けながら定期的に計画・行動の評価・修正ができる		④   部署における自分の役割を理解し、協力しながら行動することができる		④   部署目標を共有し達成するための行動をスタッフに促すことができる		④ スタッフが個人目標を達成することができるようにそれぞれの成長段階に応じて教育的な役割を果たすことができる

												⑤   部署のメンバーの個々の役割を理解し、協力しながら行動できる

				物品管理 ブッピン カンリ		指導を受けながら物品の管理方法が理解できる		部分的な指導を受けながら物品の管理ができる		率先して物品の管理ができる		物品の管理方法について指導できる		物品が適切に管理されているか監査できる

						① 指導を受けながら介護に関する物品の保管場所が分かり、規定にそって適切に物品を取り扱うことができる		① 部分的な指導を受けながら介護に関する物品の保管場所が分かり、規定にそって適切に物品を取り扱うことができる		① 部署内の物品を適宜点検し故障や異常がある場合は、すぐに責任者へ報告し修正依頼ができる		①   適切に物品を取り扱う事ができるよう部署スタッフへ指導ができる		①   部署の管理物品を全体的に確認し、適切な取り扱いができているか把握することができる

						②   指導を受けながら5S活動を理解できる		②   物品供給システムが理解できる		②   5S活動を日常的に実践することができる		②   故障や異常の報告を受けた場合、手順に従い担当部門に修理依頼ができる		② 部署の備品が適切に修理、メンテナンスできているか把握し安全に提供されていることを確認することができる

						③ 指導を受けながら5S活動を意識した行動ができる		③   部分的な指導を受けながら5S活動を意識した行動ができる		③   使用頻度と部署全体の在庫がわかり、適量の請求ができる		③   自ら日常的に5S活動を実践するとともに、スタッフに指導ができる		③   5S活動が部署全体で実践し指導できる

						④   指導を受けながら使用後のあと片付けと補充ができる		④   部分的な指導を受けながら使用後のあと片付けと補充ができる		④ 常にコスト意識を持ち、無駄を省く工夫ができる		④   使用有効期限の理解と適時の棚卸を行い、在庫を意識できる		④   コスト意識を持ち、経済性の視点で評価し、改善に向けて取り組むことができる

						⑤   指導を受けながらケアに応じた適切な物品選択により無駄なく大切に扱うことができる		⑤ 部分的な指導を受けながらケアに応じた適切な物品選択により無駄なく大切に扱うことができる				⑤   常にコスト意識を持ち、無駄を省く工夫ができスタッフに助言ができる

				災害・防災管理 サイガイ ボウサイ カンリ		組織の一員として自施設で実施されている災害・防災管理について理解できる		組織の一員として、自施設で実施されている災害・防災管理について自主的に取り組むことができる		組織の一員として、自施設で実施されている災害・防災管理について率先して取り組むことができる		組織の一員として、自施設で実施されている災 
害・防災管理についてスタッフに指導できる		組織の一員として、自施設で実施されている災害・防災管理が適切に行われているか評価できる

						①   自部署の災害対策が理解できる		① 自部署の災害対策を理解し自主的に行動でき
る		① 自部署の災害対策を理解し率先して行動できる		①   自部署の災害対策について指導できる		①   自部署の災害対策について評価・修正できる

						②   発災時の初期対応が理解できる		②   発災時の初期対応ができる		②   発災時の初期対応が率先して行動できる		②   発災時の初期対応について指導できる		②   発災時の初期対応について周知できているか評価できる

						③   施設内・部署の防災訓練に参加している		③ 施設内・部署の防災訓練に自主的に参加できる		③ 施設内・部署の防災訓練に率先して参加できる		③   自部署の防災訓練の企画・運営に参画できる		③   自部署の防災訓練について評価できる

				メンタルヘルス		指導を受けながら健康管理の必要性を理解して行動できる		康管理の必要性を理解して行動できる		自己管理能力を身につけ、自立して責任ある行動がとれる		自己管理能力について指導できる		自己管理能力を客観的に評価できる

						① 特別な理由を除き、流行性ウィルス性疾患、インフルエンザなどのワクチン接種の必要性を理解できる		① 健康を害した際に助言を受け対処行動がとれる		①   自主的に定期的な健康診断の受診ができる		①   定期的な健康診断の受診を指導できる		① 健康を害したスタッフへの適切な支援ができる

						②   健康を害した際に状況を報告でき、助言を受け対処することができる		②   介護場面で感情のコントロールができているか気づくことができる		②   健康を害した際、速やかに対処行動がとれる		②   健康を害したスタッフへの対応が指導できる		② 相手から受ける刺激に本題を見失わず、感情をコントロールすることができるとともに感情的なスタッフへ適切な対応を図ることができる

						③   指導を受けながら介護場面で感情のコントロールの必要性を理解することができる		③   年1回ストレスチェックを受け、自分の心の変化に気づくことができる		③   どのような場面においても、介護者として感情をコントロールすることができる		③   相手から受ける刺激に本題を見失わず、感情をコントロールし、冷静な対応ができる		③ 年1回はストレスチェックを受け、自分のストレス状態を確かめ、心の不調を未然にふせぐことができるとともに、スタッフのサインに早めに気づき、上司に相談することができる

						④ 指導を受けながら、ストレスチェック制度を理解し、年1回ストレスチェックを受けることができる				④ 年1回はストレスチェックを受け、自分のストレス状態を確かめ、心の不調を未然にふせぐことができる		④ 年1回はストレスチェックを受け、自分のストレス状態を確かめ、心の不調を未然にふせぐことができるとともに、ストレスチェック の必要性を指導することができる

		教育・研究 キョウイク ケンキュウ		継続教育 ケイゾク キョウイク		指導を受けながら、専門職として継続教育の必要性が理解できる		専門職として継続教育の必要性が理解できる		専門職として継続教育に取り組むことができる		専門職として後輩育成に取り組みながら自己のキャリア開発に努めることができる		専門職として後輩育成に取り組みながら介護の質を評価できる

						① クリニカルラダーシステムについて理解できる		①   クリニカルラダーシステムについて理解でき研鑽できる		① 専門職として自己研鑽の必要性を理解し、クリニカルラダーについて自主的に取り組むことができる		①   自身の目指す領域・分野を模索するための学習の場に参加することができる		① 自身の目指す領域・分野を模索するための学習の場に参加することができ、その結果を反映し質の高い介護実践が行われているかを評価することができる

						②   施設内外研修や講習会に参加し、報告することができる		②   施設内外研修や講習会に積極的に参加し、報告することができる		② その結果を介護実践の場に反映することができる		②   部署の教育プログラムの企画・運営に携わることができる		②   部署の教育プログラムが円滑に進んでいるか評価できる

						③   日々の介護実践の中で、指導を受けながら自己の課題を発見することができる		③   助言を受けながら、研修会等の学びを日々の業務に取り入れることができる		③学生や新人を温かく迎え入れる態度で対応できる		③   新人介護職員研修の教育体制を理解し、実施指導者としての役割が果たすことができる		③   指導的立場としての役割を担うことができる

								④ 日々の介護実践の中で自己の課題を発見し、指導を受けながら課題を達成できるよう学習することができる		④ 日々の介護実践の中で、自己の課題を発見し、課題を達成することができるよう主体的に取り組むことができる

				介護研究 カイゴ ケンキュウ		指導を受けながら介護研究の意義や目的が理解できる		介護研究の意義や目的が理解できる		介護研究にチームの一員として参画することができる		介護研究を研究的視点を持ち支援できる		介護研究の指導的な役割が果たすことができる

						①   施設内・外介護研究発表会に参加できる		①   日常のケアにおいて、疑問や問題意識を持つことができる		①   介護研究のプロセスを理解することができる		①   介護研究メンバー共に、中心的な役割を持ちながら参画できる		①   研究に必要な基礎知識を自らが理解し、指導者としての役割を果たすことができる

						②   指導を受けながら、介護研究メンバーの研究協力ができる		②   施設内・外介護研究発表会に参加し、研修の目的や必要性を理解することができる		② 介護研究の基礎知識を身につけることができる		②   介護研究から得られた成果や知見を、実践の場に活かすことができる		② 研究課題を持っているスタッフの研究相談ができる

								③   介護研究メンバーの研究協力ができる		③   介護研究メンバーとして参画できる				③   必要に応じて文献活用についてスタッフに指導できる

														④ 学会等で得られた研究結果を現場に応用できる
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ラダーⅠ

指導を受けな
がら介護実践
ができる

ラダーⅡ

部分的な指導のも
とある程度 の介
護実践ができる

ラダーⅢ

指導がなくても一定
の介護実践ができる

ラダーⅣ
チーム内において
リーダー シップをと
ることができ、基本
的な介護を後輩に指
導・教育することが

できる

ラダーⅤ
業務が円滑に遂行さ 
れるように、スタッ
フに対する指示・指
導を状況に合わせ 
て行うことができる

キャリアラダー導入 ラダー別人数

５人 ３人 ６人 ０人３人

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
サンライフ寿の　今年度のラダー別の人数は、スライドの通りとなりました。新任者が増えたことでラダーⅠは５名。ラダーⅢは６名で一番多い現状です。



昇格・資格取得・正規雇用 16

ダラー Ⅴ

ラダー Ⅳ

ラダー Ⅲ

ラダー Ⅱ

ラダー Ⅰ

昇格：副主任→主任   １名
資格取得：ケアマネジャー   1名

資格取得：介護福祉士 １名

雇用：臨時→正規 ４名

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今年度　ラダーⅣで副主任から主任に１名昇格しました。また、ケアマネージャーが１名、介護福祉士の資格を取得した介護士が１名居ます。４名の「ラダー１」の新任者が、新任指導を得た後、臨時職員から正規職員として採用になりました。



研修・学習会等への参加 17

ラダー Ⅴ

ラダー Ⅳ

ラダー Ⅲ

ラダー Ⅱ

ラダー Ⅰ

リーダーシップ、マネジメント講座 １名
困難事例を解きほぐす研修             １名

認知症ケア基礎研修 ２名
排泄ケア                １名
コミュニケーション ２名

記録の書き方          ２人
認知症ケア基礎研修 ２人
ポジショニング       ２人
口腔ケア                ２名

認知症ケア基礎研修           １名
アクティビティ基礎研修     １名
喀痰吸引研修                    １名
ストレスマネジメント       １名
若手社員等 フォローアップ研修   １名

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
各ラダーごとの、今年度参加する研修や学習会・講座などの状況です。昨年度より、多くの研修に参加しています。



目標設定シート（実績評価） 18

No.
課題・問題点 目標の内容 達成計画・方法 中間振返り（４～９月

について）
期末振返り（10～３月に

ついて） 意見、達成状況、評価
一次評価者

氏名( ）

意見、達成状況、評価
二次評価者

氏名( )４ 月 末 ま で に 行 う（ 令 和 ５ 年 度 は ５ 月 末 
ま で） １０月に行う ３月に行う

1
重点的に取り組む目標

目標設定時 目標設定時

中間振返り 中間振返り

期末振返り 期末振返り

2

目標設定時 目標設定時

中間振返り 中間振返り

期末振返り 期末振返り

3

目標設定時 目標設定時

中間振返り 中間振返り

期末振返り 期末振返り

中間評価 期末評価

今年度の事業計画の各部の基本方
針と、各課の活動計画から、その
計画を達成するために、自分が何
をしたら良いか、何に取り組む必
要があるかを考え、それを「１ 重
点的に取り組む目標」として設定

達成計画/方法

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今年度から、実績評価として「目標設定シート」の活用を開始しました。「ホームの基本方針と、各課の活動計画から、その計画を達成するために、自分が何をしたら良いか、何に取り組む必要があるかを考え、それを「１ 重点的に取り組む目標」として設定します。中間と期末に面接して評価を受けます。



考察 19

一人ひとりのラダーを明
確にしたことで、キャリ
アアップの意欲につなが
ると考えられる。各ラ
ダーごとの評価項目があ
るため、統一して自己評
価・他者評価ができる

目標設定シートを活用す
ることにより、目標と行
動計画、成果を可視化で
き、実績を公平に評価で
きる

先輩の指導が場当たり的
でなく、チームで共有し、
個々の成長に応じて支援
できる。また相互にリス
ペクトし、成長の喜びを
感じられる

キャリアアップへの
意欲が向上

実績、成果を可視化し
公平に評価

チームで成長を共有し
支援

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
考察１．一人ひとりのラダーを明確にしたことで、キャリアアップの意欲につながる。各ラダーごとの評価項目があるため、統一して自己評価・他者評価ができるようになりました２　業績評価票を活用することにより、目標と行動計画、成果を可視化でき、成長を公平に評価できます３　先輩の指導が場当たり的でなく、チームで共有し、個々の成長に応じて支援できます。また相互にリスペクトし、成長の喜びを感じられます。



今後の課題 
１．介護士キャリアラダーの理解を深め、

効果的に活用できるようにする

２．チーム力を更に高め、個々のメンバーの
状況、成長段階を理解して支援し合う

３．キャリアラダーを人事考課と紐づけ、適
切に人事評価できる体系をつくる

20

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今後の課題１．介護士キャリアラダーの理解を深めて、効果的に活用できるようにする２．チーム力を更に高め、個々のメンバーの状況を理解して支援しあえるようにする３．人事考課と紐づけ、適切に人事評価できる体系をつくる



まとめ
介護士のキャリアラダーは、体系的に教育支援す
る仕組みとして有効であり、チームで支え合うた
めのツールとなっている
だれひとり、「このままで良い」ということが無
いよう公平に能力と実績の評価を行い、意欲的に
働き続けられるよう支援していく
今後は、人事考課と紐づけ、人事査定の判断材料
として適切な処遇を実現できるようにしていく

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
介護士のキャリアラダーは、体系的に教育支援する仕組みとして有効であり、チームで支え合うためのツールとなりましただれひとり、「このままで良い」ということが無いよう公平に能力と実績の評価を行い、意欲的に働き続けられるよう支援していきたいと考えています。
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参考文献
１）介護専門職の総合情報誌 おはよう21     2023 10
２）介護職員の教育・人事考課 介護マネジメント
３）介護マネジメントラダー運用手引き

社会福祉法人 採光会 あけぼの

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
参考文献については、スライドをご覧ください



ご清聴ありがとうございました

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ご清聴さりあがとうございました
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